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公共建築月間イベント「いわて公共建築フォーラム」の開催について 

～もっと身近に公共建築～ 
岩手県県土整備部建築住宅課 

 
１ 開催趣旨 
   行政、教育文化、福祉等様々な分野にかかわる各種の公共建築は、地域の人々の生

活に密接に関わりを持ち、地域の活性化、生活・文化水準の向上、街並み・景観の形

成等を図るうえで重要な役割を果たしています。 
   このようなことから、関係団体と幅広く協力しつつ、広く一般の方々に関心を持っ

ていただきながら、県民に密着したもっと身近な公共建築を目指していく必要性から、

「公共建築月間」に併せて、県民の方々と共に公共建築について考えていく場として、

「いわて公共建築フォーラム」を開催することといたしました。 
 
２ これまでの取組み 
   毎年 11 月の公共建築月間イベント

として、平成 19 年度から公共建築フ

ォーラムを開催しています。 
平成 19 年度は「もっと身近に公共

建築」をテーマに、第一部では香山壽

夫建築研究所所長香山壽夫氏から「魅

力ある公共建築～作品を通して～」と

題し基調講演をいただきました。 
この中で「身近な商店街も公共建築

である。近代になって商店街はバラバ

ラになったうえ、一ヶ所に集中し巨大化した。その結果、身近なものが次第に消えて

いった。これは、先進国が抱える共通の問題である。建築物は分断するのではなく、

遊び・勉強などいろいろな用途を重ねていき、一つの空間を多くの用途に利用するこ

とが必要である。」と、自身が設計に携わった学校や市役所などをスライドで紹介しな

がら、地域の人たちとの関わりの大切さを語られました。 

続いて行われた第二部では、当課の職員が、「わがまちの誇れる公共建築」紹介と題

して、県内の各地域の方々から寄せられた、公共性の高い建築物の写真とその建築物

に対する応募者の想いを紹介しました。 
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第三部では、県内の若手建築士３名による「公共建築への想い」と題したリレー講

演を行い、公共建築への想いやこだわり、工夫について発表されました。 

また会場ホール前では、当課が「わがまちの誇れる公共建築」をテーマとして県内

各地域から募集した写真とその建築物に対する想いをパネルにした写真展と、（社）岩

手県公共建築設計監理協会の会員が手がけた「公共建築」をテーマとした作品展を開

催しました。 

平成 20 年度は、「岩手・宮城内陸地震」

や「岩手県沿岸北部を震源とする地震」

などの大きな地震があり、甚大な被害

が発生したこともあり、「地震と公共建

築」をテーマにフォーラムを開催いた

しました。 

第一部では最初に、｢地震に備える 

岩手・盛岡ゆれやすさマップの紹介｣を

演題に、岩手大学工学部の山本准教授

から講演をいただきました。 

   山本准教授は、これまでの日本における地震の歴史や地震発生のメカニズムを解説

したあと、自身の研究テーマである「県内や盛岡での震度分布や住民のアンケートに

よる揺れ体感」について細かく説明されました。  

このなかで、震源地から遠いところでも震度が大きい場合があること、また、県内      

では北上川流域や藪川周辺、県北二戸地域などで震度が大きくなる傾向にあることを

説明されました。また、盛岡市では、岩手山に近い市の北西部で揺れが大きく、火山

灰堆積の表層地盤の影響を指摘し、事前にゆれやすい地域を知っていることが、防災

対策に役立つのではないかと結ばれました。 

   第二部は、耐震設計の事例紹介として３人の講師が登壇し、盛岡東警察署新築工事

における免震構造や県立福岡高等学校校舎の耐震補強工事、木造の学校建築等につい

て紹介されました。 

また、会場前のホワイエでは、建築士による作品パネル展示や高校生による現場体

験学習会の様子が展示されました。 

 

３ 「いわて公共建築フォーラム 2009」 
   岩手県では今年度も、次のとおりフォーラムを開催する予定です。興味のある方は

振るってご参加くださいますようよろしくお願い申し上げます。 
■ 開催日：平成 21 年 11 月 17 日（火） 
■ 会 場：いわて県民情報交流センター（アイーナ）〔盛岡市盛岡駅西通り〕 
■ 内 容：講演、事例発表、パネル展示 
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営繕部 整備課

国土交通省官庁営繕部では平成 27 年度末までを目途に、所管する全ての官公庁施設の既存不

適格建築物について建築基準法に基づく耐震性能の確保を目指すとともに、官庁施設の耐震基

準を満足する割合が少なくとも 9 割（面積率）に達するよう努めています。

今回、耐震改修の事例として紹介します秋田農政事務所は、耐震壁を新たに設置した耐震改

修工事に併せて、床の補強工事を実施しました。（着工平成 20 年 7 月 23 日～完成平成 21 年 2
月 27 日）

秋田農政事務所の建物は昭和 57 年に竣工した

鉄筋コンクリート造地上 5 階建て、延べ面積は

約 2,800 ㎡の建物です。

本建物は耐震診断の結果、耐震強度が確保出

来ていないことが判明しました。

耐震強度が低い原因は、地震に抵抗する耐震

壁等の耐震要素が少ないことや既存の耐震壁の

位置が偏っていることでした。そのため、耐震

改修の計画は新たに耐震壁を４枚設けるととも

に、耐震壁が建物の平面において偏りがなく、

バランスが良くなる配置とすることで耐震強度

を満足させる改修としています。

本改修では、耐震壁に建物の構造形式と同じである鉄筋

コンクリート造を用いています。鉄筋コンクリート造耐震

壁は他の耐震改修工法に比べ、耐震性能と経済性に優れて

いますが、工事に伴っては、騒音が発生することや執務ス

ペースの一部を工事作業エリアとして確保する必要がある

ことから、工事期間中に執務に支障が生じるという問題が

あります。そのため、工事に際して仮設庁舎を敷地内に建

設し、改修工事の対象となる執務室は順次仮設庁舎に移転

する対応をしていただきました。

また、古い庁舎であるため、部屋の用途変更に対して床

の安全性が確保できていなかった部分があり、床の補強工

事も併せて実施しています。補強工事では床下面に新たに

鉄骨の梁を設置し、床の耐荷重を向上させるとともに、従

来より懸案であった、床の振動低減を図っています。

本建物については上記のとおりの改修内容でしたが、人

に性格があるように、建物にも様々なタイプがあります。

それらを見極めその建物にあった耐震工法の選択をし、最

適な耐震改修を行うことが重要だと考えています。

最後に、改修工事にご協力いただきました施設関係者の

皆様には多大なる感謝を申し上げます。

事 業 紹 介【秋田農政事務所耐震改修】

耐震壁の配筋

鉄骨小梁設置による床補強

庁 舎 全 景
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今年度も保全実態調査への御協力ありがとうございます。多くの皆様には保全業務支援システム（以下、

BIMMS-N）を介して調査への御協力をいただいているところですが、BIMMS-Nには、保全実態調査の機能

以外にも、施設の管理・保全に役立つ様々な機能があります。

　今回は、その中の「保全技術情報等提供」機能についてご紹介します。

保全業務支援システム（BIMMS-N）を活用しましょう

◆◆「保全技術情報等提供」機能のご紹介◆◆

①BIMMS-Nを立ち上げたら、
「保全技術情報等提供」をクリッ
ク。この画面が出てきます。
（アクセス完了）

②この分類タブをクリックする
と様々な文書・資料・様式等
を閲覧・ダウンロードする事
が出来ます。

●どんな機能なの？

施設を管理・保全する

にあたって、適切な資料

が無く、お困りの方も多

いかと思います。

この「保全技術情報等

提供」機能には、施設の

管理 ・保全に役立つ

様々な資料が登録され

ていて、必要に応じて閲

覧・ダウンロードする事が

出来ます。

●アクセス方法

BIMMS-Nを立ち上げた

ら、左のメニューの「保全

技術情報等提供」をクリッ

クすると、右の画面が出て

きます。

これが、「保全技術情報

等提供」機能のトップで

す。

●主な登録文書（資料・様式）

「保全技術情報等提供」機能に

は、右の表にある文書・資料・様式

等が登録されています（一部抜

粋）。

今回はその中から「点検マニュア

ルチェックシート」「法定点検整理

表（検索機能付き）」「建築物点検

業務委託仕様書（案）」の３つにつ

いて次ページで紹介します。

※１

※１
「保全実態調査」は国家機関の
建築物等を対象に行っています。
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①点検マニュアルチェック

シート

「建築物点検マニュアル」

によって点検を行う際に、点

検結果を記録するための

シートです。

これを使って点検すれば、

法定点検・保全基準による

点検をほぼ網羅することが

出来ますが、昨年度法改正

になった部分（外壁の点検

など）については、入ってい

ませんので注意して下さい。

（現在改定作業中です）

②法定点検整理表

（検索機能付き）

建物面積や設備概要を入

力するだけで必要と思われる

法定点検項目がリストアップ

される便利な機能です。

「点検マニュアルチェック

シート」を使う前にこの表を使

うと点検項目を整理すること

が出来ます。（一般的な庁舎

と対象としていますので、宿

舎などの場合は正しく表示さ

れない場合があります）

なお、地方自治体の方は「保全情報システム（BIMMS)」からアクセス出来ます。システムの概要や利用
申し込み等については、(財)建築保全センターのホームページ（http://www.bmmc.or.jp/ ）に掲載されて
おりますので、参考にして下さい。（提供している情報はBIMMS-Nとは若干異なります。）
　
　以上が「保全技術情報等提供」機能の概要です。
今回紹介した資料以外にも、役立つ資料が登録されていますので、この「保全技術情報等提供」機能を

ご活用下さい。

③建築物点検業務委託仕様書（案）
建築物点検の業務委託を発注する場合には、当

然「仕様書」が必要ですが、何のヒントもない状態か
らの作成は困難だと思います。
点検委託業務の仕様書の作成例として、この「建

築物点検業務委託仕様書（案）」を参考にしてみて
下さい。

便利な機能ね！
私も使ってみよう！

①面積や設備の
有無を入力。

②検索開始ボタ
ンをクリックすると
下の表に法定点
検項目がリスト
アップされます。

点検不要な項目につ
いては「該当なし」と
表示されます。

営繕とうほく6



　

　「公共建築の日」及び「公共建築月間」
　　　　　　　　　　　開催イベント紹介

毎年11月11日は「公共建築の日」、11月は「公共建築月間（１１月）」です。
　行政、教育文化、福祉等様々な分野に係わる各種の公共建築は、地域の人々の生活
に密接な係わりを持ち、行政サービスはもちろん、地域の活性化、生活・文化水準の
向上、街並み・景観の形成等を図るうえで重要な役割を果たしています。また近年、
地域との連携を図りながら、公共建築の整備や運営のあり方を考えるべきという気運
が高まっています。
　そこで東北地方整備局では、関係団体、地方公共団体及び関係省庁等が幅広く協力
しつつ、広く一般の方々にも関心を持っていただきながら、より一層、国民生活に密
着したより良い公共建築を目指していくために、今年度も数々のイベントを予定して
います。

「～サスティナブル社会における公共建築の役割を考える～」
　■内容：講演（講師　杉山　丞氏、横山　英子氏、時田　繁氏）、
　　　　　　公共建築パネル展（同時開催）
　■日時：平成２１年１１月１９日（木）１３：００～１７：００
　■会場：せんだいメディアテーク１階オープンスクエア（仙台市）
　■主催：国土交通省東北地方整備局
　　　　　　※入場無料、事前登録不要です。ご来場をお待ちしてます。

　

　家族で段ボールの建物を制作し、理想の街をつくります。出来上がった作品は翌日サン
モール一番町に展示します。平成１６年度より開催しており今回で６回目（アーケード展示
は４回目）となるイベントです。
 東北地方整備局営繕部が中心となり、共催：宮城県、仙台市、（社）公共建築協会東北地
区事務局、（社）東北建設協会、後援：サンモール一番町
商店街振興組合の協力により開催しております。
　

　■制作日　平成２１年１１月２８日（土）１０：００～１６：００
　　　　　 　　 場所　仙台市立　立町小学校体育館
　　　　　　 　 参加者 小学生のいる家族 １８組
　　　　　　　  ※今年度の参加者の募集は、すでに終了しました。
　
　■展示日  平成２１年１１月２９日（日）１０：００～１５：３０
　　　　　 　   場所  サンモール一番町アーケード
　　　　　　　  参加　どなたでも自由に見学できます
　◆詳細はＨＰからも確認できます◆

　　　※　段ボールシティを創ろう  とうほく　　と入力し 検索してください。

「段ボールシティを創ろう」２００９inとうほく

 公共建築フォーラム ２００９inとうほく

「段ボールシティを創ろう」２００９inとうほく

 公共建築フォーラム ２００９inとうほく

　

　「公共建築の日」及び「公共建築月間」
　　　　　　　　　　　開催イベント紹介
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